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ありがとう

　議員提案により、
手話言語条例が制定
されました。簡単な
手話を紹介します。

左手の甲から右手
をタテに垂直に上
げる。

手話で
話そう!

（様式例）

○○○に関する（を求める）請願（陳情）

請願（陳情）趣旨

請願（陳情）事項

提出年月日

請願（陳情）者（代表）

住所

氏名　　　　　　　　 印

　　　　　　 （ほか○人）※

紹介議員

署名または記名押印

（陳情には必要ありません。）

（あて先）
高崎市議会議長

請
願
・
陳
情
の
ご
案
内

市
議
会
各
会
派
構
成

請
願
・
陳
情
と
は

作
成
上
の
注
意

　
市
政
に
つ
い
て
の
要
望
な
ど
を
、
ど
な

た
で
も
請
願
・
陳
情
と
し
て
市
議
会
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
は
所
管
の
委
員
会
で
審
査
し
、
本

会
議
で
議
決
し
ま
す
。
陳
情
は
本
会
議
の

際
、
議
場
で
陳
情
書
の
写
し
を
配
付
し
ま

す
。
た
だ
し
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
所
管

の
委
員
会
で
協
議
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
請
願
に
は
市
議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要

で
す
が
、
陳
情
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
請
願
や
陳
情
は
、
い
つ
で
も
提
出
で
き

ま
す
が
、
締
切
は
概
ね
各
定
例
会
の
告
示

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
日
本
語
で
件
名
、

趣
旨
、
請
願
（
陳
情
）
事
項
、
提
出
年
月

日
、
住
所
及
び
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
件
名
、
趣
旨
は
簡

潔
に
わ
か
り
や
す
く
、
必
要
に
応
じ
地
図

等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場
合
は
、

代
表
者
を
定
め
「
ほ
か
○
人
」
と
表
示

し
、
署
名
（
記
名
）
押
印
し
、
必
ず
代

表
者
以
外
の
署
名
（
記
名
）
押
印
も
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
ま
す
。

　
「
会
派
」
と
は
、
同
じ
理
念
や
考
え
方
を
持
っ
た
議
員
同
士
の
グ
ル
ー

プ
で
す
。
３
人
以
上
で
交
渉
会
派
と
な
り
、
総
括
質
疑
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
所
属
す
る
議
員
数
に
応
じ
て
、
各
派
代
表
者
会

議
や
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
選
出
さ
れ
ま
す
。

◆ 

公

　明

　党�
（
５
人
）

顧　
　
　
問　
　
木
暮　
孝
夫

会　
　
　
長　
　
逆
瀬
川
義
久

幹　
事　
長　
　
丸
山　
　
覚

政
審
会
長　
　
新
保　
克
佳

会　
　
　
計　
　
小
野　
聡
子

◆ 

市
民
ク
ラ
ブ�

（
５
人
）

会　
　
　
長　
　
高
橋
美
奈
雄

会　
　
　
計　
　
中
島　
輝
男

会　
　
　
員　
　
木
村　
純
章

　
　
〃　
　
　
　
堀
口　
　
順

　
　
〃　
　
　
　
林　
　
恒
徳

◆ 

日
本
共
産
党

　

 

高
崎
市
議
会
議
員
団�

（
３
人
）

団　
　
　
長　
　
依
田　
好
明

副　
団　
長　
　
伊
藤　
敦
博

書　
記　
長　
　
田
村　
　
理

無　
所　
属　
　
三
島
久
美
子

無　
所　
属　
　
松
本　
基
志

無　
所　
属　
　
北
嶋　
菊
好

◆ 

新

　風

　会�

（
22
人
）

会　
　
　
長　
　
田
中　
治
男

副　
会　
長　
　
寺
口　
　
優

　
　
〃　
　
　
　
田
角　
悦
恭

幹　
事　
長　
　
石
川　
　
徹

副
幹
事
長　
　
追
川　
徳
信

政
調
会
長　
　
時
田　
裕
之

副
政
調
会
長　
　
後
閑　
賢
二

会　
　
　
計　
　
長
壁　
真
樹

広　
　
　
報　
　
松
本　
賢
一

監　
　
　
査　
　
渡
邊　
幹
治

顧　
　
　
問　
　
柴
田　
和
正

　
　
〃　
　
　
　
柴
田　
正
夫

　
　
〃　
　
　
　
丸
山　
和
久

会　
　
　
員　
　
青
栁　
　
隆

　
　
〃　
　
　
　
白
石　
隆
夫

　
　
〃　
　
　
　
柄
沢　
髙
男

　
　
〃　
　
　
　
後
閑　
太
一

　
　
〃　
　
　
　
飯
塚　
邦
広

　
　
〃　
　
　
　
根
岸　
赴
夫

　
　
〃　
　
　
　
大
竹　
隆
一

　
　
〃　
　
　
　
清
水　
明
夫

　
　
〃　
　
　
　
後
藤　
　
彰

各常任委員会、都市集客施設建設特別委員会及び環境
施設建設特別委員会において、付託された議案などを
審査しました。質疑・答弁の一部を掲載します。

総 務 教 育常任 委員会

市民 経 済 常任 委員 会

都市集客施設建設特別委員会

保 健 福 祉常任 委員会

建 設 水 道 常任 委員会

環境施設建設特別委員会

質疑　自治総合センターコミュニティ助成金の具体的
な内容と助成した町内会の数は。また、行政の企画も
助成対象になるのか。
答弁　会議用のテーブルや椅子、エアコンの整備など
で、２町内会が助成を受ける。また、助成対象は町内
会や認可地縁団体であり、行政の企画は対象外である。
質疑　「世界の記憶」上野三碑のために受けた寄付の
活用方法は。
答弁　三碑の保存活動のた
めに活用したいと考えてい
る。

質疑　新たに購入するぐるりんバスは、どこの路線を
走らせるのか。
答弁　岩鼻線と観音山線を予定している。
質疑　ぐるりんバスのバリアフリー対策や環境対策は。
答弁　バリアフリー対策は、低床のノンステップ型車
両で、乗降時に床の高さが30㎝未満まで下がり、高齢
者でも無理なく乗り降りが可能である。また、前後ど
ちらの扉からでも車椅子で乗り降りできる。環境対応
は、アイドリングストップが標準装備のほか、最新の
排出ガス規制に適合している。

質疑　高崎芸術劇場の完成が平成31年３月31日とのこ
とだが、指定管理者の指定期間を30年７月１日からに
定めた理由は。
答弁　31年中の開館を目指しているが、施設を円滑に
運営していくためには、外部委託先の検討や契約行為
を進め、施設のＰＲを積極的に推進する必要がある。
今回、指定管理に関する協
議や手続が整ったことから、
７月１日から４年９カ月の
指定管理とした。

質疑　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正において、家庭的保育事業所
とは。また、市内に存在するのか。
答弁　20人以下の比較的小規模な保育を提供する事業
所のことである。本市において当該基準条例に基づい
て認可している事業所はない。
質疑　高浜長寿センターで、満15歳までの利用料金を
徴収しないねらいは。
答弁　新たに移転する高浜長寿センターは、子どもの
使用を想定したプレールームを設け、多世代交流を図
るため、中学生以下を無料とした。

質疑　県が管理しているウエストパーク1000は、市
に移管となるが、その条件は。
答弁　県企業局と市が共同
整備した駐車場である。市
への移管を前提としており、
平成31年４月１日の移管に
向け準備を進めている。
質疑　八幡霊園の今期整備される内容は。
答弁　現在、造成中の墓地で未確定だが、３㎡の墓所
を130基前後整備する予定である。

質疑　高浜クリーンセンター建替プラント設備工事の
契約金額は、約167億円だが、市場価格と比較してど
のようになっているのか。
答弁　他の自治体の平均工事費を参考に見積もり限度
額を設定の上、プロポーザルを実施した。契約金額は
見積もり限度額の80％で、実情に即した範囲内である。
質疑　今後の工事予定は。
答弁　請負契約締結後、プラント設備の実施設計を行
い、平成31年度中の工事着手に向け準備を進める。ま
た、土木建築設計を発注し、実施設計を進めていく予
定である。

ますますの保存活動を

駅西口のウエストパーク1000

完成が待たれる芸術劇場

さらに詳しい内容は会議録で政務活動費公開
　市議会ホームページ（会議録検索）や以下の施設で、どなたでもご覧い
ただくことができます。今回の本会議については９月上旬に公開予定です。

平成29年度政務活動費収支報告書・
領収書等を市議会ホームページで
公開しています。 ・市民情報センター（市役所1階）　　・高崎市立図書館（本館及び地区館）

・倉渕公民館図書室

委員会審査


